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３．事後評価結果 

〇評点： 

 

 

〇総合評価コメント：

 

本研究課題は、細胞および生体組織のラマン分光イメージングデータを情報科学・統計数理手法に基

づいて解析し、これまで判別が難しかった癌の早期診断の実現を目指すものであり、本分野の主旨に最

も合致した研究課題の一つであった。 

情報科学の側面では、できるだけ少ない試行回数で設定した問題を所望の精度で識別する多腕バンデ

ィット手法を開発し、データのスパース性を仮定する必要がない汎用的な手法のため、今後、様々な計

測への応用が期待される。計測の側面では、照明位置を任意に決定（プログラマブル照明）し、デジタ

ルマイクロミラーデバイスを用いて照明された位置のみに光検出領域を限定する、プログラマブル照明

ラマン散乱顕微鏡を開発した。本装置は、製品化に向けた議論も進められている。 

ラマン分光イメージングの医療応用に向けた研究も着実に展開し、非アルコール性脂肪性肝炎の早期

診断に資する解析手法を開発し特許出願した。また、当初計画の中心的課題であった、癌の代謝に着目

した癌細胞の鑑別に関して、甲状腺濾胞癌細胞株における脂肪滴の動態解析という形で成果が示された。 

当初の計画通り、バンディッド手法と空間光変調器を融合した on the flyプログラマブルラマン計

測装置を確立し、実計測データを用いた分類精度と計測効率化までの評価を終えた。情報科学、計測科

学、生物学の３つの研究分野をプログラマブルラマンという新しい課題で一つに束ね、当初計画通りあ

るいはそれを上回る成果を挙げた点は高く評価できる。ラマン分光イメージングの臨床応用に向けては、

まだ大きなハードルがあると予想されるが、本課題の段階としては、十分な成果が得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A+  特に優れている 


